

































の台形様で, 深 さ l̃1.5mのコ ンパクトな穴を
掘り下げ, 瓦と粘土を積み上げた壁体で燃焼室
(長さ 2m, 幅1.5m)と焼成室(長さ1.3m, 幅
2.1m)を形成している。 と く に, 燃焼室と焼成
室の間には, 瓦を縦積みした厚さ1mの隔壁が
あ り, そこには通婚孔が開いている。 通婚孔は
焼成室においては培道(火道), および6列の分





からは, 計9基の察が発見された(図17-1 : 仙
台市教育委員会2006, 仙台市文化財課2007b)。









である。 しかし, 焼成室が長いので, 火婚の温













焼成された。 と く に, 修理府が臨時に設置され
た多賀城 IV期に瓦を焼いた平窯の構造 (分娼
株 6 列 ) と 規 格 ( 全 長 4.7m, 焼成室の長さ1.3







































な る と, 陶器は登窯で焼成し,瓦は平窯で焼成
す る よ う に な る。そこで平索の起源と系譜, そ
して分婚株の起源について, 束アジアの視座か
ら検討してみたい。














[、'112 ,1i志部 1iし:t前、の1lli原模型 ( 1ll,田市 、'/1?l1l物館)
その範囲は少なく とも南北180 m, 束西280 m















































































































































































予定日数がチェ ツ ク さ れ, 将領と瓦工一人あた























この点に ついては, 「延喜式』 「木工寮式 ・作
瓦条」 に詳しく規定されている(図4 )。 粘土採
掘坑を掘る, そこから原料粘土を掘る, 瓦連搬
用の施を製作する,土を打つ,瓦土を作つて角
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沙1 斗5 1f1・を地400f と混ゼる






図 4  「延:富:式」 「木工来式」 作瓦条に見る平安時代の造瓦規定 (小林1964)
は, 供給建物の屋根の広さによって瓦のilil類1iit (3) 奈良時代における瓦の発注と納品
の数量が規定されていたし, また後述するよう 「統日本紀」には, 束大寺大仏殿の回廊の建設
に納期も決まっていたので,無の数,粘土の数 を,聖武上皇の1周忌(757年5月3日)までに
量, 薪の数;il11, 瓦工や仕丁の人数を含む全工程 完 成 さ せ る よ う 命 じ た 勅 が あ る ( 図 5-1)。 この
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品 し て い た こ と や,2 ヶ月で1万枚を生産してい
た こ と も 判 つ た。納期が決まってぉり, しかも
分担という形式をとった瓦製作の発注と納品を
記述した重要な史料である。
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図 6  造瓦所から造営現場への納品と 1人あたりの連搬数
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図 9  晴唐洛陽城の平素跡(7̃8 tu-紀初頭)
図10 保存・公開されている確i長安城大明宮・合 -元ll3i11 ii' t中の平:無跡 (7世紀中葉)
1 . 瓦ll第:用の宋代・n州系跡(陳西者)
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1 .  無跡焼成室平面図
o-'
東西新面図
図12 通時 f ltの -平1龍,跡 (モンゴル ・ チ ン ト ル 二f イ城跡)
東アジ ーノ'における仙台市与兵- 術沼無跡の位置づけ I I
化していった (図11-l ・ 2 :  束北文物工作隊
l955)。 その外観が中国の般頭(マントウ)に似


































































である。 平窯の構造は, 地下式の無株式で, 奥
壁下端に 2 ̃3つの煙道をもっている (図13)。
2006年に王興寺跡の瓦窯跡の発掘調査を見学
したが, これは登窯が先行し, 平窯がやや遅れ
て 登 場 し て い る  ( 国 立 扶 餘 文 化 財 研 究 所
2007) i l 2。木塔跡から出土した舎利容器から, 創
建年代が少なくとも577年まで遡ることが判明























て採用された(図14 -2)。 その構造は, 半地下式
の無株式で, 奥壁から3つの煙道が地上へ と 続
く 。 これはまさに唐や百済, 新羅の平窯の構造
そのものであり, 年代的に見るならば, 統一新
















ら れ る。 さ ら に,通煙孔の延長上には,増道,そ


























鎌倉時代になると , 瓦は平無で, 土器は登無
で区別して生産されるようになった。平窯は傾
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減 少 し た ( 図 1 9 : 佐 川 ほ か 2 O 01l l ) 。 そ う し た 変
化は, l1装l、1l 国へ も も た ら さ れ‘11: ( 図 2 0 ) 。
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